
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
、
墨
痕
も
鮮
明
で
完
全
な
状
態
で
あ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
判
読
で
き
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

栃
本
市
教
育
委
員
会

「
長
原
東
遺
跡
」
（栃
木
県
教
育
委
員
会

『栃
木
県
埋
蔵
文

化
財
保
護
行
政
年
報
』
一
九
八
二
年
）

（木
村
　
等

鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
調
査
報
告
書
公
刊
さ
れ
る

多
数
の
漆
紙
文
書
が
み
つ
か
っ
て
、
古
代
史
研
究
者
の
注
目
を
あ
つ
め

た
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
、
財
団
法
人
茨
城
県
教
育
財
団

か
ら
四
分
冊
の
大
部
の
書
物
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
漆
紙
文
書
に
つ
い
て

は
本
文
編
と
図
版
編
の
二
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
鹿
子
Ｃ
遺
跡
』
（茨
木
県
教
育
財
団
文
化
財
調
査
報
告
第
２０
集
）

遺
構

。
遺
物
編

（上

・
下
）
・
漆
紙
文
書
本
文
編

・
漆
紙
文
書
図
版
編

発
行
所
　
水
戸
市
南
町
三
丁
目
四
番
五
七
号
　
茨
城
県
教
育
財
団

宮
城
。
多
賀
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
市
川

・
浮
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二

（昭
５７
）
六
月
ｔ
十
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
後
藤
秀

一
ほ
か

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
迫退
跡
の
時
代
　
奈
良
ｉ
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

多
賀
城
跡
は
古
代
陸
奥
国
府
跡
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
鎮
守
府
も
併
置
さ

れ
て
い
た
。
遺
跡
の
大
部
分
は
仙
台
平
野
の
東
北
端
に
位
置
す
る
標
高
二
〇
を

五
〇
ｍ
ほ
ど
の
小
丘
陵
上
の
西
端
に
立
地
し
て
い
る
が
、
外
郭
南
辺

・
西
辺
の

一
部
は
標
高
約
四
ｍ
の
沖
積
地
に
も
及
ん
で
お
り
、
特
徴
的
な
占
地
状
況
を
呈

し
て
い
る
。
外
郭
は

一
辺
八
〇
〇
を

一
〇
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
の
不
整
方
形
を
な
し
、

そ
の
ほ
ば
中
央
に
周
囲
を
築
地
で
区
画
し
た
東
西

一
〇
六
ｍ
南
北

一
一
六
ｍ
の

政
庁
跡
が
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
政
庁
跡
に
は
Ｉ
ｉ
Ⅳ
期
の
変
遷
が
把
握
さ
れ
、

出
土
遺
物
等
の
検
討
よ
り
、
各
期
の
年
代
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
１
期
は
は
多
賀
城
の
創
建
期
で
八
世
紀
前
半
ぞ
八
世
紀
中
頃
、
第
Ⅱ
期
は
八

世
紀
中
頃
ぞ
七
八
〇
年
の
伊
治
公
皆
麻
呂
の
乱
に
よ
る
焼
失
ま
で
、
第
Ⅲ
期
は

そ
の
復
興
を
八
六
九
年
の
貞
観
の
大
地
震
に
よ
る
被
災
ま
で
、
第
Ⅳ
期
は
そ
の
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修
復
以
降
と
な
る

（
一
〇
世
紀
前
半
に
は
灰
白
色
火
山
灰
の
堆
積
が
あ
る
）
。

今
回
三
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
第
四

一
次
調
査
は
、
外
郭
東
辺
が
ち
ょ
う
ど

沖
積
地
か
ら
丘
陵
南
端
部

へ
と
り
つ
く
外
郭
東
辺
南
端
部
を
対
象
に
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
角
材
や
丸
太
材
を
密
接
し
て
立
て
並
べ
た
八
世
紀
末
以
降
の

四
時
期
に
わ
た
る
材
木
列
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
材
木
列
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
築
地
基
礎
地
業
の
土
留
施
設
と
考
え
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
で
そ
れ

自
体
が
地
上
に
立
ち
上
が

っ
て
い
た
外
郭
区
画
施
設
（塀
跡
）
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
材
木
列
は
、
①
角
材
列
↓
②
丸
太
列
↓
③
不
明
↓
④
丸
太
列
と
変

遷
し
て
い
る
。
木
簡
三
点
は
、
い
ず
れ
も
最
も
古
い
角
材
列
の
構
築
に
伴
う
盛

土
中
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
盛
土
中
か
ら
は
、
他
に
瓦

・
土
師
器

・
須
恵
器

。

木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
の
う
ち
平
瓦
で
は
政
庁
第
Ⅱ
期
ま
で
の

も
の
が
出
土
し
、
中
に
多
量
の
焼
瓦
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
角
材
列
の
構

築
は
政
庁
遺
構
期
の
第
Ⅲ
期

（七
八
〇
ど
八
六
九
年
）
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ

ヱつ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

多賀城跡第41次発掘調査区遺構図



０
　
×
日
日
　
日
□

×
□
百
冊
八
石

×
□
□
□
□
□

〔五
ヵ
Ｘ
斗
力
〕

②　
×□
□〔郎
Ｍ
聯
ヵ〕

①
　

　

有

　

執
×

日
畑
　
　
×

□
自□
自
×

大
口
日

×

既道
×

劣
劣
遠
道
×

□
天
天
□
□
×

執
丸
丸
□
□
×

執
執
執
執
執
×

ω
は
板
目
の
材
で
、
上
端
と
左
端
が
折
損
し
て
い
る
。
残
存
部
の
片
面
に
の

み
三
行
分
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。　
一
行
酎
は
墨
反
が
薄
く
、
ま
た
三
行
日
は

行
の
半
分
か
ら
折
損
し
て
い
る
た
め
判
読
が
困
難
で
あ
る
。
②
は
板
日
の
材
で
、

上
下
端

。
左
右
端
共
に
欠
損
し
て
い
る
。
残
存
部
の
片
面
に
の
み

一
行
五
文
字

分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
行
の
右
半
分
は
折
損
し
て
い
る
。
上
端
は

一
文

字
日
の
墨
痕
を
切

っ
て
斜
め
に
削
ら
れ
て
い
る
。
他
端
は
折
損
し
て
い
る
。
偏

の
部
分
が
三
文
字
目
は

「
君
」、　
五
文
字
目
は

「
角
」
と
判
読
で
き
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ

「
郡
」
。
「解
」
と
な
る
可
能
性
が
強
い
。
０
は
ロ
ク
ロ
挽
き
の
木
製

高
杯
の
脚
部
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
脚
の
中
途
か
ら
上
半
分
は
欠
損
し
て

お
り
、　
一
四

。
四
ｃｍ
の
高
さ
で
残
存
し
て
い
る
。
文
字
は
、
脚
の
下
部
か
ら
上

部
に
向
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
行
の
並
び
は
、

「執
」

を
五
つ
書
い
た
行
が
最

も
良
く
、
右
廻
り
に
乱
れ
て
行
く
傾
向
が
あ
る
。
脚
の
底
部
を
上
に
し
て
持
ち
、

「執
」
を
五
つ
書
い
た
行
を
起
点
と
し
て
右
廻
り
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

墨
書
の
内
容
は
習
書
で
あ
る
が
、
同
じ
書
体
の
文
字
を
繰
返
し
書
く
の
で
は
な

く
、
様
々
な
書
体
に
変
化
さ
せ
て
書
い
て
い
る
。

（後
藤
秀
一
・
佐
藤
和
彦
）

（∞中
）
×
（ヽ
卜
）
×
　ヽ　Φ
ＰＯ

（⇔゙
）
×
（Ｎ
）
×
　ヽ　〇∞
μ

〇
〇
μ

Ⅷ
鰯
Ⅷ
鵡
辮

高杯 (3)




